
　　市域の養蚕は、春蚕・夏蚕〔ナツゴ・ナツサン〕・秋蚕〔アキゴ・シュウサン・

　ショシュウ〕・晩秋蚕の年3、4回行われていました。春蚕は5月5日の節供のころが

　掃き立てで、6月10日ごろに上蔟しました。夏蚕の時期は7月中でしたが、行う家は

　少数でした。秋蚕は8月1日ごろに掃き立てで、20日ごろに上蔟しました。晩秋蚕は

　8月末ごろに掃き立てを行いました。

4.　養蚕の時期

養　蚕 ②
年中行事展示解説シート 3-②よ　う　　　　さ　ん
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　①　蚕種の購入　

　　カイコの卵を蚕種〔タネ・コタネ〕といい、蚕種紙〔コタネ

　ガミ〕という紙に産みつけられたものを蚕種業者〔タネヤ〕か

　ら購入していました。

　

　②　掃き立て

　　孵化したばかりの幼虫である毛蚕を、蚕種紙からエビラの上

　に敷かれた蚕座紙の上に、鳥の羽根〔ハキタテハケ〕を使って

　移しました。この作業を掃き立てといいます。エビラを蚕棚

　〔タテジ・テンノウサ〕に載せてカイコを飼育しました。

5.　養蚕の方法
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